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パンデミックでも安定維持する健育会
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新年度に入り、約2カ月が経過しました。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響で日本の医療機関

は厳しい状態が続いていますが、その間にも健育会グループの全病院、施設の予算ヒアリングを終え、今年度

の予算が決定しました。今回は、COVID-19に関するグループ内の現状と昨年度の決算概況、令和2年度の予

算に関してお伝えします。
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約1カ月に及ぶ緊急事態宣言をへて、ようやくCOVID-19の感染拡大が一山を越えました。しかし、まだ完全に

収束したわけではなく、第二波、第三波が襲来する可能性があります。決して油断することなく、引き続き最大

限の注意を払いつつ、少しずつ以前の日常を取り戻していくことになるでしょう。健育会グループでは、依然と

して入院患者、施設入所者、職員のいずれにも感染者は出ていません。外来患者で1人だけPCR検査陽性者が出

ましたが、すぐに対応する施設に移っていただき、院内感染に至らずにすみました。これも全職員が「新型コロ

ナウイルス対応マニュアル」を遵守し、集中力を切らさずに職務を全うした結果だと思います。

医療物資に関しては、一時的にマスクが不足した病院はありましたが、グループ内で連携・融通することでしの

ぎました。現在は、マスクや医療用ガウン、消毒液のいずれも足りています。医薬品はもちろん食料品なども十

分な量をそろえており、従来通りの医療体制を維持しています。一方で、面会制限により患者さんや入所者さ

ん、そのご家族にもご不便をおかけしました。職員の努力に加えて、そうした皆さまのご協力にも支えられ、健

育会はCOVID-19の影響を最低限にとどめることができています。健育会に関わる全ての皆さんに、改めて感謝

します。そして職員は、今後も気を緩めず、職務に当たってください。
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令和元年度の決算は、V字回復を果たし、黒字になりました。健育会グループでは、2017年に大規模の病院を

2つ開院し、その負担により苦しい2年間でした。ようやくグループの経営状況に一息つくことができます。こ

れも職員の皆さんの頑張りの成果。COVID-19の影響で下方修正することになりましたが、今年度も右肩上がり

で推移する計画です。このV字回復に関しては、特に院長やマネージングディレクター、各部長クラスなどの幹

部職員の危機意識が奏功しました。本来は昨年度も赤字になる見込みでしたが、皆さんの努力で予定よりも早く

黒字化することができました。予算に対する意識の高さは、健育会が誇れることの一つだと思っています。

健育会には、リハビリの病棟や施設の割合が多く、その患者さんや利用者さんをどれだけ多く集めるかが予算達

成の鍵です。急性期の患者さんを多く看ているグループ外の病院に対して、職員が自信を持って健育会のリハビ

リの強みを広報していることも、予算達成の大きな要因になっています。職員が自分の職場に自信をもっている

ことは、健育会のもう一つの誇りです。これまでにグループ外の大病院と築いてきたパイプをより太くしていく

ことが、今後の予算達成につながります。今年度以後も今の良い流れを維持して、より盤石な経営体制を確立す

るために、私も皆さんと一緒に頑張ります。

今年度の予算については、本来であれば大幅な増収増益を見込んでいました。しかし前述の通りCOVID-19の緊

急事態宣言に伴う外出自粛で、外来や入院患者、リハビリ通所者の大幅な減少が大打撃になり、残念ながら4～

7月の予算は下方修正することになりました。とはいえ、外来診療がメインの1病院以外は、前年実績はクリア

しており、今年度も安定した経営体制を維持できる計画です。

私は最近、「医魂商才」という言葉を座右の銘にしています。これは、“日本資本主義の父”と言われており、令

和6年に発行される新1万円札の顔になる渋沢栄一が残した「士魂商才」という言葉を、アレンジしたもので

す。士魂商才は、商売上手ながら武士としての気構えを持っていることを表しています。その武士のところを、

医療人に変えた言葉が医魂商才です。これは私個人の指針というだけでなく、健育会全体としても意識してほし

いと思っています。医療職は目の前の患者を救うことに専念し、事務職はそれを全力でサポートする。健育会に

とって、医療職と事務職はどちらも大切な両輪。それは、今年健育会が掲げる「ワンチームでビジョン達成を！」

でも示していることです。COVID-19の影響はまだ続くと思いますが、健育会がワンチームになり、医魂商才で

乗り越えてほしいと思っています。

最後に今年の新入職員にメッセージがあります。例年であれば、4月に入社式を行い皆さんとお会いするはずで

したが、昨今の状況を考慮して今年は見送りました。しかし、この状況が落ち着いた頃に、必ず皆さんと直接お

話しする機会を設けます。入職早々に大変な状況になってしまいましたが、まずは上司や先輩の話をよく聞い

て、健育会の存在意義を理解しつつ、1日も早く仕事に慣れるように心掛けてください。健育会の次世代を担う

皆さんの今後の活躍に期待しています。


